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熊
本
地
震
　
千
葉
豪
雨

　
７
月
28
日
、「
令
和
８
年
熊
本
地

震
」
に
て
最
大
震
度
７
を
観
測
。

ま
た
、
８
月
13
日
か
ら
の
記
録
的

な
大
雨
に
よ
り
「
令
和
８
年
８
月

千
葉
豪
雨
」
が
発
生
。
多
く
の
尊

い
生
命
が
失
わ
れ
た
ほ
か
、
住
宅

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
に

も
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
。
慎
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
被

災
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
に
、
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。

　

熊
本
地
震
で
は
広
範
囲
で
断
水

が
発
生
、
本
町
が
前
年
度
導
入
し

た
水
循
環
型
シ
ャ
ワ
ー
を
活
用
い

た
だ
い
て
お
り
、
衛
生
環
境
の
確

保
に
期
待
し
て
い
る
。

 

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣

　

熊
本
地
震
被
災
地
に
対
し
本
町

か
ら
職
員
1
名
を
9
月
5
日
か
ら

1
週
間
派
遣
。
避
難
所
運
営
業
務

に
従
事
し
避
難
者
健
康
状
態
の
確

認
、
避
難
所
内
の
環
境
整
備
、
物

資
管
理
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調

整
な
ど
を
行
う
。

 

令
和
８
年
熊
本
地
震
義
援
金

　

本
町
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
７
月
31
日
か
ら
役
場
本
庁
住

民
課
窓
口
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

広
野
支
所
及
び
各
公
民
館
に
募
金

箱
を
設
置
、
10
月
30
日
ま
で
義
援

金
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
委
員
会

　

災
害
関
連
死
に
係
る
認
定
を
行

う
審
査
会
は
、
大
規
模
災
害
発
生

時
に
、
災
害
弔
慰
金
等
の
支
給
を

適
正
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
の
重

要
な
役
割
を
担
う
。

　

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
と
し
て

審
査
会
を
設
置
す
る
た
め
、
災
害

弔
慰
金
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
案
を
提
出
。

下
分
保
育
所
給
食
異
物
混
入
事
案

　

下
分
保
育
所
に
お
い
て
給
食
へ

の
異
物
混
入
が
発
生
。
幸
い
児
童

が
喫
食
す
る
前
に
発
見
さ
れ
た
が

児
童
、
保
護
者
、
町
民
の
皆
様
に
、

ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

発
生
後
直
ち
に
調
理
室
の
点
検
・

消
毒
や
捕
獲
器
の
設
置
を
行
い
、

専
門
業
者
に
よ
る
消
毒
駆
除
も
実

施
。
発
生
翌
日
に
は
当
該
児
童
の

保
護
者
へ
状
況
の
説
明
と
お
詫
び

を
申
し
上
げ
、
全
児
童
の
健
康
状

態
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
、
全
保
護
者
に
事
案
の
説
明
と

謝
罪
を
行
っ
た
。
初
動
の
遅
れ
や

危
機
管
理
体
制
の
不
備
を
重
く
受

け
と
め
、
再
発
防
止
に
向
け
衛
生

管
理
及
び
危
機
管
理
体
制
の
強
化

に
努
め
る
と
と
も
に
、
調
理
室
の

抜
本
的
な
改
修
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
。

小
学
生
留
学
の
取
り
組
み

　

町
外
在
住
の
小
学
生
と
、
そ
の

保
護
者
を
14
日
間
受
け
入
れ
る
。

平
日
は
、
子
供
た
ち
が
同
級
生
や

地
域
の
方
々
と
関
わ
り
な
が
ら
学

び
、
保
護
者
は
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
過
ご
し
、
休

日
に
は
家
族
で
自
然
や
文
化
に
触

れ
る
。
関
係
人
口
の
創
出
や
将
来

的
な
移
住
、
新
た
な
交
流
や
学
び
、

視
野
の
広
が
り
を
期
待
す
る
。

体
成
分
分
析
装
置
の
購
入

　

体
成
分
分
析
装
置
は
体
重
、
筋

肉
量
、
体
脂
肪
量
な
ど
を
測
定
す

る
。
生
活
習
慣
や
、
運
動
習
慣
の

見
直
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
、
フ

レ
イ
ル
予
防
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
本
町
が

実
施
す
る
検
診
、
健
康
教
室
、
子

育
て
世
代
の
相
談
な
ど
の
場
に
お

い
て
活
用
し
、
町
民
の
健
康
づ
く

り
を
支
援
し
て
い
く
。

国
の
動
向
に
つ
い
て

　
７
月
21
日
、
骨
太
方
針
２
０
２
６

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
経
済
成
長
と

地
方
や
中
小
規
模
の
事
業
者
へ
の

経
済
効
果
を
広
げ
る
方
向
が
示
さ

れ
た
。
物
価
高
や
防
災
減
災
対
策

に
も
具
体
的
な
制
度
や
支
援
策
の

検
討
が
見
込
ま
れ
る
。
本
町
も
活

用
可
能
な
財
源
を
積
極
的
に
活
用

し
、
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い

く
。

令
和
８
年
度
の
地
方
交
付
税

　
普
通
交
付
税
の
算
定
が
終
わ
り
、

交
付
額
27
億
１
，５
９
３
万
９
，

０
０
０
円
、
昨
年
度
比
２・３
％
増

と
な
っ
た
。
主
な
要
因
は
、
小
学

校
費
、
公
債
費
の
過
疎
対
策
事
業

に
係
る
償
還
額
の
増
加
。
町
歳
入

の
４
割
程
度
を
占
め
る
地
方
交
付

税
だ
が
、
物
価
高
騰
の
影
響
で
地

方
経
済
は
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

引
き
続
き
歳
入
確
保
と
、
限
ら
れ

た
財
源
を
効
率
的
に
執
行
す
る
よ

う
取
り
組
む
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算

　

１
億
６
，４
７
９
万
２
，０
０
０

円
を
追
加
。
主
な
も
の
と
し
て
総

務
費
の
防
犯
カ
メ
ラ
購
入
費
、
私

立
大
学
運
営
費
補
助
金
、
民
生
費

の
医
療
費
助
成
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
、
物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付

金
、
農
林
水
産
業
費
の
里
山
環
境

整
備
保
全
事
業
補
助
金
、
災
害
復

旧
費
の
現
年
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
工
事
及
び
現
年
公
共
土
木
施
設

災
害
復
旧
工
事
な
ど
。

行政等の報告
令和８年９月定例会
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神山町議会�   ９月 定 例 会
　９月定例会は、令和８年９月４日から 11日までの８日間の会期で開催した。令和８年度
補正予算、令和７年度決算認定、条例改正等、全 14 議案が提出され全議案について可決・
認定・同意した。

補正予算
●議案第 52号　令和８年度神山町一般会計補正予算（第２号）
●議案第 53号　令和８年度神山町介護保険特別会計補正予算（第２号）
●議案第 54号　令和８年度神山町簡易水道事業会計補正予算（第２号）

決算認定
●議案第 55号　令和７年度神山町一般会計歳入歳出決算認定
●議案第 56号　令和７年度神山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
●議案第 57号　令和７年度神山町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
●議案第 58号　令和７年度神山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
●議案第 59号　令和７年度神山町簡易水道事業会計歳入歳出決算認定

条例等
●議案第 60号　神山町防災・減災対策事業基金条例の制定
●議案第 61号　災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
●議案第 62号　財産の取得の変更〔職員用パソコン〕

人　事
●議案第 63号　人権擁護委員候補者の推薦
●議案第 64号　人権擁護委員候補者の推薦
●議案第 65号　神山町教育委員会委員の任命

一般質問
志甫　守議員、白土義信議員、佐出由恵議員、髙橋義英議員

2026年

議案第63号
人権擁護委員候補者の推薦

高橋　三枝子氏 神山町鬼籠野
任期：令和９年１月１日～ 11年 12月 31日

議案第 64号
人権擁護委員候補者の推薦

楠　　達　也氏 神山町阿野
任期：令和９年１月１日～ 11年 12月 31日

議案第 65号
教育委員会委員の任命

スウィーニー阿部　さやか氏 神山町神領
任期：令和８年 10月４日～ 12年 10月３日
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歳 入
74億

9,091万円

歳 出
70億

8,854万円

自主財源
　 25億
　 2,050万円
　　 （33.6％）

依存財源
49億7,041万円

（66.4％）

その他
1億3,634万円

（1.9%）
公債費
6億4,946万円

（9.2%）

教育費
4億
1,912万円

（5.9%）

消防費
3億5,741万円

（5.0%）
土木費
6億5,486万円

（9.2%）

農林水産費
5億2,439万円

（7.4%）

衛生費
4億9,345万円（7.0%）

民生費
12億
2,232万円

（17.3%）

総務費
26億
3,115万円

（37.1%）

その他
3億3,087万円（4.5%）

繰入金
11億80万円

（14.7%）

その他
（５項目）
9億
1,514万円

（12.2%）地方交付税
30億295万円

（40.1%）

国庫支出金
4億
6,751万円

（6.2%）

県支出金
４億
1,526万円

（5.5%）

町債
7億5,380万円

（10.1%）

町税
4億6,452万円（6.2%）

使用料・手数料
4,002万円（0.5%）

令和８年度補正予算

歳出
総 務 費

財 産 管 理 費 防犯カメラ購入費 378万円
地方創生推進費 私立大学等運営費補助金 2,082 万円

民 生 費 社会福祉総務費 医療費助成システム改修委託料 764万円
農林水産業費 農 業 振 興 費 とくしま農山漁村緊急投資事業補助金 120万円

議案第 53号 令和８年度介護保険特別会計補正予算� （第２号）
93万円増額 10億 3,512 万円

議案第 54号 令和８年度簡易水道事業会計補正予算� （第２号）
収益的支出 171万円増額 ２億        71 万円

議案第 52号 令和８年度一般会計補正予算� （第２号）
歳入歳出それぞれ１億 6,479 万円増額 予算総額 66億 5,428 万円

●令和７年度決算状況
会計区分 一般会計 特別会計 計国民健康保険 介護保険 後期高齡者医療

歲
　
入

令和７年度 74億9,091万円 6億6,773万円 9億8,370万円 1億3,059万円 92億7，294万円
令和６年度 71億6,863万円 7億1,528万円 10億2,179万円 1億3,039万円 90億3,609万円
增 減 額 3億2,228万円 △4,754万円 △3,809万円 20万円 2億3,685万円
増減率（%） 4.5 △6.6 △3.7 0.2 2.6

歳
　
出

令和７年度 70億8,854万円 6億5,693万円 9億6,472万円 1億2,965万円 88億3,984万円
令和６年度 68億3,938万円 7億   612万円 9億8,806万円 1億2,974万円 86億6,330万円
增 減 額 2億4,916万円 △4,919万円 △2,334万円 △9万円 1億7,653万円
増減率（%） 3.6 △7.0 △2.4 △0.1 2.0

●一般会計　歳入 ●一般会計　歳出

令和７年度

決 算
一般会計と特別会計合わせ

92億7,294万円を認定‼
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●令和７年度の財政状況

名　称
指数

解説
令和７年度 令和６年度

財 政 力 指 数 0.19 0.19 財源力を示す指標、1を超えるほど財源に余裕がある
経 上 収 支 比 率 78.9 77.8 財政構造の弾力性を判断する指数、70～ 80％が適正水準である

実質公債費比率 4.4 3.5 全事業の公債費率で、18％以上は起債（借入金）に知事の許可が
必要になる

●令和７年度町税等未収金の状況

区分
未収金 前年との比較

令和７年度（円） 令和６年度（円） 増減額（円） 増減率（％）
町 税 6,368,682 8,027,427 △ 1,658,745 △ 21 
町 営住宅使用料 4,034,700 3,955,700 79,000 2 
国 民健康保険税 2,048,900 3,884,100 △ 1,835,200 △ 47 
介 護 保 険 料 63,400 118,700 △ 55,300 △ 47 
後期高齢者医療保険料 5,600 138,300 △ 132,700 △ 96 

計 12,521,282 16,124,227 △ 3,602,945 △ 22 

●基金残高（令和８年５月31日現在）

区分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

一　　　般
財政調整基金 32億 9,149 万円 3,524 万円 33億 2,673 万円
減債基金 9億 4,288 万円 320万円 9億 4,608 万円
その他の基金 70億 1,975 万円 △ 7億 9,556 万円 62億 2,419 万円

国　　　保
財政調整基金 9,390 万円 208万円 9,598 万円
その他の基金 500万円 0万円 500万円

介　　　護 介護給付費準備基金 1億 8,176 万円 778万円 1億 8,954 万円

●地方債現在高（令和８年３月31日現在）　64 億 6,509 万円

●令和７年度簡易水道事業会計（公営企業会計）

区分
予算額 決算額

増減額 増減率（％）
令和６年度 令和７年度 令和６年度 令和７年度

収益的収入 2億1,178万円 2億5,213万円 2億   765万円 2億6,462万円 5,697万円 27.4 
収益的支出 2億   610万円 2億1,351万円 2億   258万円 2億2,028万円 1,770万円 8.7 
資本的収入 2億   227万円 4億2,301万円 2億   236万円 2億4,675万円 4,439万円 21.9 
資本的支出 2億4,316万円 4億6,643万円 2億3,428万円 1億   393万円 △1億3,035万円 △55.6 

名西消防議会

令和 8年第 2回名西消防組合議会臨時会
� 令和 8年 7月 29日（水）
議案第 6号　名西消防組合一般会計補正予算（第 1号）
歳入歳出それぞれ 48,620 千円を増額
庁舎棟建築工事費アスベスト除去工事追加工事　48,620 千円
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一
般
質
問

一
般
質
問

●
質
問
1
●

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
町
は
委
託
事
業
の
契
約
方
法
や
運

営
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
。

　
神
山
町
は
移
住
・
定
住
や
空
き
家

活
用
事
業
を
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
へ
委

託
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
を
否
定
す

る
つ
も
り
は
な
い
。
移
住
促
進
や
空

き
家
活
用
事
業
は
神
山
町
に
と
っ
て

は
大
変
重
要
な
施
策
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
家
賃
の
滞
納
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
て
い
る
と
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

①　
町
は
委
託
事
業
の
契
約
方
法
や

運
営
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
の
か
。

②　
契
約
後
に
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
、
町
へ
報
告
す
る
仕
組
み

は
あ
る
の
か
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

①　
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
神
山
町
か
ら
随
意
契
約
に

よ
り
認
定
Ｎ
Ｐ
О
法
人
グ
リ
ー
ン
バ

レ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。
委
託
業
務

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
移
住
希
望
者

や
移
住
者
へ
の
支
援
、
空
き
家
の
発

掘
・
紹
介
、
そ
れ
に
付
随
す
る
空
き

家
の
片
づ
け
な
ど
。
空
き
家
の
貸
借

や
売
買
に
係
る
契
約
事
務
は
、
関
係

法
令
に
基
づ
き
必
要
な
資
格
・
免
許

等
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
移
住

交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
の
委
託
業
務
に

は
含
め
て
い
な
い
。
不
動
産
契
約
に

つ
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
が
独

自
に
行
っ
て
い
る
。
個
々
の
不
動
産

の
契
約
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
が
直

接
関
与
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
管
理

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

②　
現
在
の
委
託
契
約
に
は
、
ト
ラ

ブ
ル
や
苦
情
等
を
全
て
町
へ
報
告
す

る
こ
と
を
定
め
た
規
定
は
な
い
。
委

託
業
務
に
つ
い
て
毎
月
1
回
の
定
例

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
報
告
を
受
け

て
情
報
共
有
を
し
て
い
る
。
軽
微
な

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い
て
は
、
委
託

先
に
お
い
て
対
応
し
て
お
り
、
町
が

全
て
を
把
握
し
て
い
な
い
。
町
は
重

大
な
ト
ラ
ブ
ル
の
事
案
が
あ
れ
ば
適

切
に
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
適
切
に
町

へ
報
告
し
情
報
共
有
で
き
る
よ
う
に

報
告
基
準
や
報
告
方
法
に
つ
い
て
委

託
先
と
協
議
す
る
。

再
問

①　
委
託
事
業
の
実
績
に
つ
い
て
、

件
数
だ
け
で
な
く
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情

も
含
め
て
検
証
し
て
い
る
か
。

②　
今
後
、事
業
の
実
績
に
つ
い
て
、

件
数
だ
け
で
な
く
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情

も
含
め
て
検
証
し
て
ま
た
、
今
後
、

町
と
し
て
委
託
事
業
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
見
直
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

①　

委
託
事
業
の
実
績
に
つ
い
て

は
、
移
住
相
談
件
数
や
移
住
者
数
の

報
告
を
受
け
、
毎
月
の
定
例
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
等
を
通
じ
て
、
事
業
の
実

施
状
況
や
成
果
に
つ
い
て
確
認
を

行
っ
て
い
る
。
一
方
で
ト
ラ
ブ
ル
や

苦
情
も
含
め
て
直
接
寄
せ
ら
れ
る
件

数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
定
期
的
に

そ
の
内
容
や
対
応
状
況
を
検
証
す
る

仕
組
み
は
な
い
。
町
と
し
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

②　
今
後
は
、
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情
な

ど
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
対
応
状

況
、
再
発
防
止
策
等
を
適
切
に
把
握

出
来
る
よ
う
、
委
託
先
と
の
報
告
方

法
や
報
告
基
準
、確
認
方
法
を
整
理・

協
議
し
委
託
事
業
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
移
住
希
望

者
や
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
事
業
運

営
と
な
る
よ
う
適
正
な
事
業
執
行
の

確
保
に
努
め
る
。

志甫議員の録画映像はこちらから

志甫　守 議員
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一
般
質
問

一
般
質
問

●
質
問
1
●

民
生
委
員
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
、
地

域
で
高
齢
者
の
見
守
り
や
相
談
、
支
援
を
担

う
民
生
委
員
の
役
割
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。一方
で
、
地

域
に
よ
っ
て
は
、
な
り
手
が
見
つ
か
ら
ず
、

選
任
に
苦
慮
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
徳
島
県
民
生
委
員
定
数
条
例

で
、
定
数
が
39
人
と
い
う
こ
と
だ
が
、
現
在
、

何
人
の
人
が
活
動
し
て
い
る
の
か
。

　
今
後
、
さ
ら
に
人
口
減
少
や
、
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
民
生
委
員
の
確
保
が
よ
り
難
し

く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本

町
の
民
生
委
員
の
現
状
に
つ
い
て
、
現
在
欠

員
と
な
っ
て
い
る
地
域
が
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

の
か
を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
、一人一人
の
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
考
え
る
が
、
町

と
し
て
、
負
担
軽
減
や
支
援
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
今
後
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
や
、
人
口
減
少

が
進
む
と
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
と
は
、
同

じ
考
え
方
で
、
民
生
委
員
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
が
、難
し
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
今
後
の
本
町
に
お
け
る
、
民
生

委
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
伺
い
た
い
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　
神
山
町
に
お
い
て
は
、定
数
39
名
に
対
し
て
、

9
月
1
日
現
在
、
全
員
の
委
嘱
が
な
さ
れ
て

お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
欠
員
は
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
改
選
時
や
途
中
交
代
の
際
に
は
、

地
域
の
各
種
団
体
等
へ
後
任
候
補
者
の
推
薦

を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
難
航
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
推
薦
に
至
る
ま
で
に
多
大
な
ご
苦
労
を

い
た
だ
い
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
全
国
的

に
見
て
も
、
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
、
担
い

手
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
なって
い
る
。

　
人
材
の
確
保
が
難
し
く
な
って
い
る
背
景
と

し
て
は
、
定
年
延
長
や
再
雇
用
な
ど
に
よ
る

高
齢
層
の
就
労
化
が
進
み
、
日
中
の
活
動
時

間
を
確
保
し
や
す
い
人
材
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
。
地
域
全
体
の
高
齢
化
、
さ
ら
に
は
、
多

層
的
な
福
祉
課
題
が
増
加
す
る
中
で
、
責
任

や
負
担
感
が
大
き
い
と
いっ
た
声
が
聞
か
れ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
町
と
し
て
は
、
民

生
委
員
の
皆
様
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で

き
る
よ
う
、
証
明
事
務
や
各
種
会
議
の
充
て

職
の
見
直
し
な
ど
を
進
め
て
参
り
た
い
。

　
ま
た
、
複
雑
な
相
談
事
例
に
つ
い
て
は
、
役

場
等
関
係
機
関
が
速
や
か
に
引
き
継
ぎ
、一体

と
な
って
対
応
す
る
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
参
り
た
い
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
実
情
や
課
題
に
応
じ
た
、

民
生
委
員
の
担
い
手
確
保
策
と
し
て
、
民
生

委
員
活
動
に
対
す
る
理
解
促
進
の
た
め
の
広

報
活
動
に
も
、
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

再
問

　
民
生
委
員
の
な
り
手
不
足
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
人
口
減
少
や
、高
齢
化
を
考
え
る
と
、

一部
の
地
域
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
本
町

全
体
の
課
題
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　
民
生
委
員
は
、
地
域
福
祉
を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
な
り

手
が
い
な
い
か
ら
と
、
現
在
の
民
生
委
員
に

さ
ら
に
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
も
限
界

が
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
今
後
民
生
委
員
の
確
保
や
、
負

担
軽
減
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
、
具
体
的
な

支
援
策
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
現
在
の

人
数
や
担
当
区
域
な
ど
に
つ
い
て
も
、
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
て
見
直
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
町
と
し
て
、
今
後
、
民

生
委
員
の
人
数
や
、
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
る
考
え
が
あ
る
か
を
伺
い
た
い
。

答
弁

町
長

　
民
生
委
員
の
確
保
が
困
難
に
な
って
い
る
状

況
を
踏
ま
え
る
と
、
定
数
の
見
直
し
や
定
数

削
減
を
行
う
こ
と
は
、一見
す
る
と
、
解
決
策

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
単
純
に
定
数
を
削
減
し
て
、
担
当

区
域
を
拡
大
し
た
場
合
、
委
員
1
人
当
た
り

の
見
守
り
対
象
者
や
担
当
エ
リ
ア
が
増
加
し
、

活
動
の
負
担
が
さ
ら
に
大
き
く
な
って
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
。

　
ま
た
、「
見
守
り
や
異
変
」
の
早
期
発
見

と
いっ
た
機
能
が
低
下
す
る
な
ど
、
地
域
福
祉

の
維
持
に
お
い
て
、
懸
念
さ
れ
る
デ
メ
リ
ッ
ト

も
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
単
に
定
数
を

削
減
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
、

委
員
の
皆
様
が
無
理
な
く
、
安
心
し
て
活
動

で
き
る
環
境
を
整
え
、
地
域
が
推
薦
し
や
す

い
状
況
を
作
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
今
後
は
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
皆
様

と
も
し
っ
か
り
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
活
動

内
容
や
会
議
の
簡
素
化
、
見
直
し
を
進
め
、

時
代
に
合
わ
せ
た
活
動
の
あ
り
方
を
含
め
て
、

実
効
性
の
あ
る
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
民
生
委
員
の
皆
様
の
役
割
を
再

確
認
し
、
行
政
と
地
域
全
体
で
支
え
合
う
体

制
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、
町
と
し
て
も
、
関

係
機
関
や
地
域
と
連
携
を
深
め
、
民
生
委
員

の
皆
様
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
参
り

た
い
。

白土議員の録画映像はこちらから

白土義信 議員
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一
般
質
問

一
般
質
問

●
質
問
1
●

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

　
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
、
知
的
障
害
、

精
神
障
害
等
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な

い
方
の
権
利
や
財
産
を
守
り
、
生
活
を
支
援

す
る
た
め
の
重
要
な
制
度
で
あ
る
が
、
一
方

で
制
度
の
利
用
に
あ
た
っ
て
問
題
が
発
生
し

て
い
る
。

　
「
市
町
村
長
申
し
立
て
」
は
申
し
立
て
の
判

断
や
、
後
見
人
選
任
後
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
自
治
体
の
責
任
と
役
割
が
問
わ
れ
て
い
る

が
、
町
で
は
制
度
の
相
談
件
数
や
市
町
村
長

申
し
立
て
を
行
っ
た
件
数
、
支
援
を
必
要
と

す
る
方
の
状
況
を
、
ど
の
程
度
把
握
し
て
い

る
の
か
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　

他
の
自
治
体
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
不
適

切
な
運
用
事
例
等
に
つ
い
て
は
、
十
分
認
識

し
て
い
る
。

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
状
況
は
令
和
8
年

8
月
20
日
現
在
、
21
人
。

　
町
長
申
立
の
中
で
、
後
見
人
等
に
よ
る
不

正
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
事
実
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
神
山
町
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
実
施
要
綱
に
基
づ

き
、
必
要
な
調
査
を
行
っ
た
上
で
進
め
て
い

る
。

　

加
え
て
、
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
の
相

談
や
調
整
を
担
う
神
山
町
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
支
援
検
討
会
議
を
開
催
し
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
と
い
っ

た
専
門
職
と
と
も
に
、
町
長
申
立
や
本
人
、

親
族
等
に
よ
る
申
し
立
て
の
必
要
性
、
適
切

な
支
援
内
容
や
後
見
人
等
の
候
補
者
の
調
整

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
成
年
後
見
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
が
、
心

安
ら
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

●
質
問
２
●

ワ
ク
チ
ン
行
政
に
つ
い
て

　

今
期
よ
り
、
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
や
、

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
が
使
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

一
部
で
危
惧
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
予
定
さ

れ
て
い
る
各
種
ワ
ク
チ
ン
は
ど
の
よ
う
な
種

類
な
の
か
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　

法
に
お
け
る
位
置
付
け
と
し
て
は
、
小
児

の
予
防
接
種
を
中
心
と
す
る
Ａ
類
疾
病
は
、

努
力
義
務
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
町
は

対
象
者
や
保
護
者
の
皆
様
に
対
し
予
防
接
種

の
有
効
性
や
安
全
性
、
副
反
応
及
び
接
種
に

関
す
る
注
意
事
項
等
を
記
載
し
た
個
別
通
知

を
行
い
、
丁
寧
な
周
知
と
情
報
提
供
に
努
め

て
い
る
。

　
一
方
、
高
齢
者
の
予
防
接
種
を
中
心
と
す

る
Ｂ
類
疾
病
は
、
重
症
化
予
防
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
予
防
接
種
法
上
対
象
者
に

努
力
義
務
規
定
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
接
種
機
会
が
、

節
目
年
齢
に
限
ら
れ
て
い
る
高
齢
者
の
肺
炎

球
菌
感
染
症
な
ど
の
定
期
接
種
に
つ
い
て
は
、

個
別
に
通
知
を
行
い
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
接
種
に
つ
い
て
は
、
部
落
会
長
便
の
部
落

内
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
、
予
防
接
種
の
内
容

と
あ
わ
せ
て
副
反
応
に
関
す
る
情
報
を
明
記

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｂ
類
疾
病
の
対
象
と
な
る
高
齢
者

の
皆
様
に
は
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
て
い
る

方
が
多
い
こ
と
か
ら
、
か
か
り
つ
け
医
等
と

十
分
に
相
談
の
上
、
本
人
の
希
望
に
基
づ
き

接
種
を
行
っ
て
い
た
だ
く
流
れ
と
な
る
。

　
な
お
、
通
常
の
4
倍
の
抗
原
量
を
含
む
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
用
の
高
用
量
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、
国
の
薬
事
承
認
の
手
続
き

状
況
を
踏
ま
え
、
今
年
度
の
定
期
接
種
へ
の

導
入
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
今
後
も
予
防
接
種
の
有
効

性
や
安
全
性
、
副
反
応
の
そ
の
他
接
種
に
関

す
る
情
報
、
注
意
事
項
等
に
つ
い
て
十
分
な

周
知
を
図
り
住
民
の
皆
様
が
適
切
に
ご
判
断

い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

再
問

　
予
防
接
種
健
康
被
害
者
救
済
制
度
で
、
因

果
関
係
不
明
と
し
な
が
ら
も
多
く
の
被
害
者

が
認
定
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
、
今

期
も
進
め
る
こ
と
に
対
し
町
は
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　

定
期
接
種
に
用
い
ら
れ
る
ワ
ク
チ
ン
は
、

有
効
性
及
び
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
上
で
承

認
さ
れ
て
い
る
。
住
民
の
皆
さ
ま
が
主
治
医

等
と
相
談
の
う
え
、
接
種
を
選
択
し
て
頂
け

る
よ
う
適
切
な
情
報
提
供
に
努
め
る
。

再
々
問

　
過
去
に
は
半
ば
強
制
的
に
打
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
た
と
い
う

事
実
が
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
も
医
薬
品
と
同
様

の
基
準
で
、
審
査
承
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

が
実
際
に
は
医
薬
品
よ
り
も
容
易
に
承
認
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
判
断
材
料
を
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
今
以
上
の

周
知
、
情
報
提
供
を
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

答
弁

副
町
長

　
予
防
接
種
の
有
効
性
や
安
全
性
そ
の
他
接

種
に
関
す
る
注
意
事
項
等
、
十
分
な
周
知
徹

底
を
図
り
適
切
に
ご
判
断
い
た
だ
け
る
環
境

づ
く
り
に
、
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

　
健
康
な
人
が
副
反
応
、
副
作
用
等
で
体
調

を
壊
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
十
分
な
情
報
の

提
供
を
求
め
る
。

佐出議員の録画映像はこちらから

佐出由恵 議員
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一
般
質
問

一
般
質
問

●
質
問
1
●

災
害
と
猛
暑
か
ら
、
町
民
の
命
を

守
る
防
災
・
避
難
体
制
に
つ
い
て

　
熊
本
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
で

は
、
避
難
所
の
生
活
環
境
や
停
電
・

断
水
、
道
路
寸
断
に
よ
る
集
落
の
孤

立
、
要
配
慮
者
へ
の
支
援
な
ど
が
課

題
と
な
る
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

が
想
定
さ
れ
る
本
町
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
教
訓
を
地
域
防
災
計
画
に
ど
う

反
映
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
災
害

時
に
も
行
政
機
能
を
維
持
す
る
た
め

の
業
務
継
続
計
画
（
B
C
P
）
や
、

全
国
か
ら
の
応
援
職
員
・
支
援
物
資

を
受
け
入
れ
る
「
受
援
体
制
」
の
実

効
性
に
つ
い
て
。
さ
ら
に
、
熱
中
症

対
策
と
し
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
を
各
地
区
の
公
民
館
な
ど
身
近

な
場
所
へ
広
げ
、
平
常
時
は
暑
さ
対

策
、
災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
活

用
す
る
防
災
拠
点
と
し
て
整
備
し
て

は
ど
う
か
。

答
弁

総
務
危
機
管
理
課
長

　
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、
大
規

模
災
害
の
教
訓
を
反
映
す
る
と
と
も

に
、避
難
所
の
間
仕
切
り
、簡
易
ベ
ッ

ド
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
整
備
を
進

め
て
い
る
。
B
C
P
に
つ
い
て
は
、

非
常
時
に
優
先
す
る
業
務
や
職
員
の

参
集
体
制
、
代
替
施
設
、
通
信
・
電

源
等
を
定
め
て
い
る
。
受
援
体
制
に

つ
い
て
も
、
応
援
職
員
の
受
け
入
れ

や
支
援
物
資
の
集
積
・
配
送
体
制
を

見
直
し
て
い
る
。
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
は
本
庁
舎
に
加
え
、
各
地
区

の
公
民
館
を
活
用
し
、周
知
を
図
る
。

答
弁

町
長

　
平
常
時
に
は
熱
中
症
対
策
、
災
害

時
に
は
避
難
所
と
し
て
活
用
で
き
る

地
域
の
防
災
拠
点
と
い
う
提
案
は
重

要
な
考
え
方
で
、
各
地
区
の
公
民
館

に
つ
い
て
、
空
調
、
非
常
用
電
源
、

ト
イ
レ
、通
信
環
境
な
ど
を
確
認
し
、

順
次
整
備
し
て
い
く
。
災
害
と
猛
暑

の
双
方
か
ら
町
民
の
生
命
を
守
る
た

め
、
平
時
か
ら
備
え
を
積
み
重
ね
、

防
災
・
避
難
体
制
の
強
化
に
取
り
組

む
。

●
質
問
2
●

生
活
応
援
商
品
券
に
つ
い
て

　
今
回
の
事
業
に
つ
い
て
、
対
象
と

な
っ
た
町
民
へ
の
配
布
状
況
、
実
際

の
利
用
率
や
利
用
額
、
ま
た
、
ど
の

よ
う
な
業
種
で
多
く
利
用
さ
れ
て
い

る
の
か
を
伺
う
。
さ
ら
に
、
約
1
億

1
，５
０
０
万
円
の
事
業
費
を
投
入

し
た
こ
と
で
、
町
民
の
生
活
負
担
が

ど
の
程
度
軽
減
さ
れ
た
の
か
、
町
内

の
消
費
や
地
域
経
済
に
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
っ
た
の
か
、
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
検
証
し
て
い
る
の
か
。

　
商
品
券
が
使
わ
れ
た
金
額
だ
け
を

「
効
果
」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
商

品
券
が
あ
っ
た
こ
と
で
新
た
に
生
ま

れ
た
消
費
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
の

か
、
通
常
の
消
費
と
比
べ
て
町
内
消

費
が
ど
の
程
度
増
え
た
の
か
な
ど
、

事
業
の
費
用
に
見
合
っ
た
効
果
を
検

証
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
商
品
券
事
業
を
一

過
性
の
支
援
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は

な
く
、
今
後
の
物
価
高
騰
対
策
や
地

域
経
済
対
策
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し

て
い
く
の
か
。
町
民
に
分
か
り
や
す

い
形
で
事
業
効
果
を
検
証
し
、
今
後

の
施
策
に
つ
な
げ
る
考
え
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁

総
務
危
機
管
理
課
長

　

5
月
に
対
象
者
4
，5
7
7
人
へ

配
布
し
、
町
内
76
店
舗
が
登
録
。
9

月
1
日
現
在
、
7
，8
1
2
万
5
千

円
、
利
用
率
68
・
28
％
と
な
っ
て
い

る
。
利
用
先
は
食
料
品
55
・
02
％
、

燃
料
16
・
57
％
、
生
活
品
・
小
売
り

16
・
06
％
、
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
12
・

35
％
で
、
食
料
品
や
燃
料
な
ど
生
活

に
密
着
し
た
分
野
で
多
く
利
用
さ
れ

て
い
る
。
町
民
の
負
担
軽
減
や
町
内

消
費
を
下
支
え
す
る
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
一
方
、
商
品
券
に

よ
っ
て
新
た
に
生
ま
れ
た
消
費
額
や

経
済
波
及
効
果
を
客
観
的
な
数
値
で

把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
最
終
的

な
利
用
実
績
や
町
民
・
事
業
者
の
声

を
含
め
、
事
業
を
検
証
す
る
。

答
弁

町
長

　
今
回
の
事
業
は
国
の
交
付
金
を
活

用
し
た
時
限
的
な
取
り
組
み
で
、
継

続
的
な
商
品
券
配
布
を
前
提
と
し
た

も
の
で
は
な
い
。
今
後
は
利
用
率
や

利
用
額
、
町
民
・
事
業
者
の
意
見
な

ど
を
検
証
し
、
国
・
県
の
制
度
や
交

付
金
の
動
向
、
町
民
生
活
や
地
域
経

済
の
状
況
を
踏
ま
え
、
商
品
券
に
限

ら
ず
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
策
を
検

討
し
て
い
く
。

髙橋議員の録画映像はこちらから

髙橋義英 議員
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９月定例会

70第 号

議
会
の
動
き

■
11
月

19
日　
議
会
運
営
委
員
会

■
12
月

上
旬　
12
月
定
例
会

下
旬　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

■
1
月

２
日　
神
山
町
二
十
歳
を
祝
う
会

10
日　
神
山
町
消
防
出
初
式

■
2
月

上
旬　
勝
名
地
区
町
村
議
会
議
員
研
修

15
日　
議
会
だ
よ
り
第
71
号
発
行

● 

表
紙
写
真
説
明 

●

　

10
月
4
日
、
広
野
地
区
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
3
3
0
人
の

う
ち
61
人
が
参
加
し
、
小
学
生
の
作
文

発
表
や
保
育
所
の
可
愛
い
踊
り
、
健
康

体
操
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
会
場
で

は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
皆
さ

ん
が
笑
顔
で
語
り
合
い
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
（
髙
橋
義
英
）

　

歳
を
重
ね
る
と
昔
の
こ
と
を
よ

く
想
い
出
し
ま
す
。

　

小
さ
い
時
の
出
来
事
で
す
が
、

「
た
だ
い
ま
～
」
学
校
か
ら
帰
っ
て

く
る
と
す
ぐ
さ
ま
外
へ
。
母
親
が

「
ど
こ
へ
行
く
ん
な
～
」、「
う
ん
遊

び
に
行
く
、
宿
題
は
、
後
で
す
る
ぅ

～
」
そ
ん
な
感
じ
で
、
春
は
ワ
ラ

ビ
や
イ
タ
ド
リ
を
採
り
、
夏
は
川

遊
び
、
秋
は
山
へ
栗
り
拾
い
、
冬

は
き
ん
ま
（
ソ
リ
の
こ
と
）
そ
ん

な
感
じ
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
宿
題
な
ん
か
は
全
然
し
な
い
し
、

学
校
で
は
先
生
に
怒
ら
れ
、「
廊
下

で
立
っ
て
ろ
」
っ
て
感
じ
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
ど
う
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？
幼
少
期
に
は
良
く
勉

強
し
て
た
ん
で
し
ょ
う
か
？

　

只
今
私
は
、
社
会
勉
強
の
真
っ

最
中
で
す
。

�

（
志
甫　
守
）

つ

や
ぶ

き

　
今
号
よ
り
編
集
後
記
の
掲
載
を
再
開

し
ま
し
た
。「
議
会
だ
よ
り
」
を
通
じ

て
議
会
の
活
動
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
で
き
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。�

（
佐
出
由
恵
）

編
集
後
記

神山の風 景
　
闘
魂
さ
な
が
ら
相
手
チ
ー
ム
の
帽
子
に
狙
い
を
定
め
「
エ
イ
ッ
」

　
9
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
神
中
祭
、午
前
の
部
に
開
催
さ
れ
た
一
幕
で
す
。

　
最
近
で
は
、
怪
我
な
ど
の
心
配
が
あ
る
危
険
な
種
目
と
し
て
敬
遠
さ
れ
が

ち
で
す
が
、「
神
山
中
学
校
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
紅
白
対
抗
騎
馬
戦
。

　
各
チ
ー
ム
に
保
護
者
が
サ
ポ
ー
ト
に
入
り
、
生
徒
達
に
怪
我
や
事
故
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
、
競
技
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
現
代
風
か
な
。

　
私
の
知
る
騎
馬
戦
は
、
観
客
席
か
ら
保
護
者
が
ハ
ラ
ハ
ラ　
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
、
大
声
で
歓
声
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
神
山
中
学
校
の
伝
統
と
し
て
神
中
祭
は
生
徒
達
が
午
前
、
午
後
の
部
共
に

「
自
主
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
開
催
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

　
校
長
先
生
は
じ
め
教
員
の
皆
様
方
や
保
護
者
の
、
見
守
る
・
見
送
る
・
信

頼
す
る
。
そ
し
て
、
忍
耐
。

　
他
に
も
御
苦
労
は
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
日
、
楽
し
く
拝
観
さ

せ
て
い
た
だ
け
た
の
は
、
た
だ
た
だ
子
供
達
の
成
長
を
信
じ
続
け
た
関
係
者

皆
様
方
と
、
主
役
の
生
徒
達
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
、
参
加
者
の
心
に
届
い

た
か
ら
だ
ろ
う
と
感
じ
る
一
日
で
し
た
。�

（
仁
志
哲
也
）


